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1．建物概要

本建物（至誠会帆秋病院）は大分県
の中心部である大分市内に位置し、
地上 7階・地下 1階、病床446床を
備えた鉄筋コンクリート造（免震構
造）の精神単科の病院である。私は
約20ヶ月間本工事に携わることがで
きた。本工事において取り組んだ内
容について以下に述べる。

2． 患者に対する安全性に
ついて

　精神病院で患者に対して重要なこ
とは 2つの『安全性』であった。 1
つは患者が自らを傷つける自傷行為
を防ぐこと、もう 1つは患者が他人
に危害を加えないようにすることで
ある。本病院は患者の症状にあわせ
て病棟がフロア及び部屋毎で分かれ
ており、患者が外部と自由に行き来
できる『開放病棟』、フロアから外に
出ることができない『閉鎖病棟』、部
屋から外にでることができない『隔
離室』と段階的に制限を設けている。
2-1. 露出・突起物の無い部屋づくり
建築主より特に隔離室については患
者の自傷行為を防止することを重
点に部屋づくりを要望された。壁面
には照明のスイッチや空調のリモコ
ン・コンセントなどは一切露出する
ことなく、照明や空調の入り切りや
温度設定はスタッフステーション内
で管理するようにした。天井につい
ては照明・空調・防災設備など生活
するうえで必要なものが露出する
が、自傷できないように突起させな
いことを考えた。照明器具は埋込型
でポリカーボネート製のカバーを設
置し患者が直接電球に触れないよう
にし、空調・換気の制気口について
はできるだけ網目の細かいSUS製の
物を採用することで患者が自身の服
などを使い首吊り行為を行えないよ
うにした。スプリンクラーヘッドに
ついてはヘッドは突起するがヘッド
の型状が見えない構造とした。

2-2. 防災設備の誤操作の対応
通常建物には火災を感知すれば速や
かに周囲に情報が流れ避難できる設
備（非常放送・誘導灯・自動火災報
知設備等）が設置されている。しか
し精神病院である本建物においてこ
の『速やかに避難できる設備』につ
いてとても考えさせられた。病院内
各所に設置される自動火災報知設備
の発信機は釦を押せばその瞬間に火
災確定信号が送られ防災設備が連動
するようになっている。電気錠で閉
鎖されている扉は開錠状態になり通
りぬけできるようになる。もし患者
がいたずらで発信機を押せば閉鎖病
棟の患者が外部へ出たり、隔離室の
扉も開くことで急性期の患者が一斉
に廊下へ溢れ出し大混乱を起こす可
能性があった(図 2 )。そこで発信機
からの火災信号の真偽について病院
スタッフが判断するために発信機押
釦が押されてもすぐに開錠せず確認
時間を確保するシステムを考案し
た。発信機押釦が押された場合、電
気錠に送られる信号を 3分間遅延さ
せることで、スタッフがその間に確
認を行い、実際に火災であった場合
はスタッフステーション内にある一
斉開錠ボタンを押し電気錠を開錠す
る。誤報の場合は火災信号を停止す
ることで閉鎖病棟の患者が外部に出
ることを阻止できるように改善した。

3． 生産性・品質向上への取り
組み

建設当時大分市の中心部である大分
駅周辺は大型プロジェクトが複数施
工されており作業員が大幅に不足し
作業員確保に苦労した。設備工事に
おいては竣工前に作業員がピークを
迎えることが予測できた。そこで生
産性向上工法を検討・実施してでき
るだけ前倒しで施工を行い、労務を
平準化した。
3-1. 地組スリーブ入れ
周辺環境の特徴として建物敷地を施
工ヤードとして広く利用できた為、
躯体の鉄筋工事は地組でユニット化
する計画とした。一方設備の梁ス
リーブの取付けは鉄筋・型枠工事と
取合い調整を必要とする。また梁ス
リーブ取付けは高所作業となる為、
墜落・転落災害のリスクもある。上
記 2点を踏まえ効率よく施工を行う
方法として梁スリーブを地組ユニッ
トに組込むことを考えた。

図 3のように鉄筋工事作業員の組立
図にスリーブ情報を記載するなど事
前準備を行い鉄筋工事作業員と設備
工事作業員が干渉なくスムーズに作
業できるようにしたことで効率は飛
躍的に向上した。
地組のスリーブ取付け手順
1．鉄筋組立図にスリーブ情報を記載
2． 鉄筋ユニット配筋
3．鉄筋ユニットを仮置き場へ集積
4．仮置き場にてスリーブ取付け
5．現地梁セット

図 4　地組スリーブ取付け状況

3-2. 配管の誤接続防止
本建物には飲用・手洗い用として使
用する『上水』の他にトイレ洗浄用
の『井水』や浴室用の『温泉水』が
ありその他給湯・排水・消火・冷温
水・医療ガスなど複数の系統の配管
が存在するため、接続間違えが起こ
りやすい環境であった。万が一飲み
水の『上水』を他の配管と間違えて
接続すれば、病院職員及び入院患者
の衛生環境を大きく脅かすことにな
る可能性がある。そのため、配管施
工に関しては作業員が間違えないよ
うな仕組みを作り管理を行った。
3-2-1. 配管材質と識別テープ・着色
バルブの採用
配管工事では複数の異なる用途配管
に対し同じ材質の配管を近接して施
工した場合に最も誤接続を起こしや
すい。これを解決するために①配管
は種別によって材質を変えて視覚的
に分かるようにした。②それぞれの
流体毎に識別色を決め配管施工及び
保温施工完了後速やかに決められた
識別テープを巻くルールとした。ま
た給湯や冷温水など循環系の配管
（往・還）は巻き方１本巻と２本巻
で表示するよう工夫をした。③シャ
フト内などのバルブについては着色
付きのハンドル(図 6 )を採用し簡単
に識別できるよう施工を行い引渡し
後のメンテンス性も考慮した。
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■青年技術者のことば

建築設備技術者として建物を建設

するうえで常に利用者の視点に

立った考えを持つことが重要であ

る。世の中に一つとして同じ建物

が存在しないように、利用者の

ニーズもさまざまである。私は本

工事を通して、技術者として固定

観念にとらわれることなく柔軟な

発想を持ち、利用者のニーズを見

極めることが大切であると感じ

た。利用者が日々安心して快適に

利用できる建物を引渡すことを心

がけて今後もプロジェクトに取り

組んでいきたい。一方どんなに優

れた計画や建物に対する想いが

あっても共に仕事をする協力会社

や現地で働く作業員の協力が無け

れば建物をかたちに残すことはで

きない。昨今の建設ラッシュに伴

い作業員不足もこれまで以上に深

刻化することが予想される。より

魅力のある建物づくりを追及し、

ものづくりの魅力を世代を超えて

伝えていく必要があると感じてい

る。同時に品質確保、工期と向合

いながら生産性・品質の向上の意

識をより一層高めていきたい。
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精神病院の設備工事における生産性・品質向上に向けた取り組み

図1　隔離室
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図 3　スリーブ情報入り鉄筋加工図

スリーブ位置

図 5　設備配管識別ルール
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図 2　フロアレイアウト
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図 6　設備配管識別表示
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